
洪水ハザードマップ洪水 ザ ッ
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地震ハザードマップ
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火山ハザードマップ
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土砂災害ハザードマップ砂災害 ザ ッ

• 土砂災害防止法に基土砂災害防止法に基
づく「土砂災害警戒区
域」の指定地ごとに作域」の指定地ごとに作
成して配布

• 気象庁から「土砂災害• 気象庁から「土砂災害
警戒情報」が発表され
た時には 土砂災害た時には、土砂災害
危険度が特に高いこ
とを説明とを説明
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発災後に必要な地図（参考）

• 被災地域の被害状況は、市民通報や防災機関の
巡視情報から概要把握するのが 般的巡視情報から概要把握するのが一般的

• しかし、個人の被災状況は、罹災証明の申請がなさ
れて 初めて全容が明らかになる （受身の対応）れて、初めて全容が明らかになる （受身の対応）

被災状況の把握の遅れ

• 釧路市では、3.11の津波災害対応の初動期に職員
による浸水家屋調査を実施。浸 家 調 を実施。

• ５日後には「津波浸水被害家屋調査図」を庁内で共
有し、被災者支援に活用した。有し、被災者支援に活用した。



釧路川両岸地域の浸水被害調査釧路 域 浸 被害調
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津波浸水家屋の被害状況の調査津波浸水家屋の被害状況の調査

• 各課が実施する被災者支援の基本データに使用
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津波による浸水跡の測量調査津波による浸水跡の測量調査
• 地表や建物に明

確な痕跡が残る確な痕跡が残る
１～２週間以内
に実施すること
が重要が重要

• 浸水深の詳細な
調査結果は行政調査結果は行政
や研究機関に提
供され、津波の
分析や災害復旧分析や災害復旧
事業に使用

• 痕跡調査と地図
化 作業は 釧化の作業は、釧
路市測量設計事
業協会が実施



ハザードマップに求められる情報ザ ドマップに求められる情報

• 災害時要援護者の支 （参考）災害時要援護者の居住場所

援に不可欠な、要援
護者の住居地情報

• 津波災害に備えた啓
発のため 主要地点発のため、主要地点
の高さ（標高）の情報

津波避難施設や避難• 津波避難施設や避難
ビルに関する場所の
情報(座標）と高さの情報(座標）と高さの
情報
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